
 

阿蘇くじゅう国立公園の 

公園区域及び公園計画の変更（第６次点検）の概要について 
 

１．背景 

阿蘇くじゅう国立公園は、九州のほぼ中央部に位置し、熊本県の阿蘇地域と大分県のくじゅう地

域に大別されます。 

阿蘇地域は、阿蘇五岳を中心に構成される中央火口丘、それを取り囲む外輪山によって構成され

ており、世界最大級の複式火山景観と草原美に恵まれています。くじゅう地域は、由布鶴見地域、

くじゅう山群及びその山麓に広がる広大な草原並びに草原を横断するやまなみハイウェイ（別府阿

蘇線道路）沿線地域から構成されています。 

今回は、令和４年に公表された「国立・国定公園総点検事業フォローアップ結果」、令和３年に

策定された「阿蘇草原再生全体構想<第３期>」及び平成 28 年から推進されている「国立公園満喫

プロジェクト」などの社会状況等の変化を踏まえて、国立公園全域を対象として点検を行うもので

す。合わせて、令和４年４月に改訂された国立公園の公園計画等の見直し要領を踏まえ、ビジョン

及び管理運営方針の記述の追記を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

２．変更案のポイント 

 阿蘇くじゅう国立公園において、公園区域線や地種区分線が不明確であった区域の明確化を図る

とともに、現在の国立公園区域と同等の資質を有しており、かつ一体的に広がっている草原及び森

林の一部を、新たに国立公園区域に指定することとします。また、現在の利用状況に応じて、単独

施設、道路（車道、歩道）及び運輸施設について追加、削除及び変更を行います。 

 

大分県 

阿蘇くじゅう国立公園 

※今回の主な変更点 

特別保護地区 

第１種特別地域 

第２種特別地域 

第３種特別地域 

普通地域 

地図は環境アセスメントデータベース（https://www2.env.go.jp/eiadb/ebidbs/）により作成 

▲ くじゅう連山 

阿蘇山 ▲ 

鶴見岳 ▲ 

熊本県 

※阿蘇くじゅう国立公園全体で区域線や地種区分線の明確化 

 熊本県阿蘇市・高森町・産山村・南阿蘇村の一部（普通→第３種）

及び大分県別府市の一部（第２種→普通）の地種区分を変更 

※熊本県高森町・大津町・南小国町・産山村の一部を拡張（第３種） 

 熊本県阿蘇市・菊池市・南小国町・産山村の一部を拡張（普通） 

※保護施設計画（阿蘇草原自然再生施設）の変更 

※単独施設の追加４施設 

※道路（車道）の変更２ 

※道路（歩道）の追加２、変更１ 

※運輸施設の削除２ 

 

資料２－２ 

https://www2.env.go.jp/eiadb/ebidbs/


 

３．変更案の詳細 

① 公園区域 

拡張：熊本県菊池市の一部      847ha 

熊本県阿蘇市の一部       58ha 

熊本県菊池郡大津町及び阿蘇郡南阿蘇村の各一部  144ha 

熊本県阿蘇郡南小国町の一部    1,721ha 

熊本県阿蘇郡南小国町及び同郡小国町の一部   310ha 

熊本県阿蘇郡小国町の一部      71ha 

熊本県阿蘇郡産山村の一部     118ha 

熊本県阿蘇郡高森町の一部      62ha 

  

② 保護規制計画 

   ・地種区分線が不明確であった区域の明確化 

 

③ 保護施設計画 

変更１： 自然再生施設（阿蘇草原）  

 

④ 単独施設 

追加４： 園地２（押戸石、マゼノ渓谷） 

野営場１（甲の瀬） 

宿舎１（久住山南登山口）  

 

⑤ 道路（車道） 

変更２： 阿蘇北外輪山線、小国阿蘇線 

 

⑥ 道路（歩道） 

追加２： 鞍岳登山線、瀬の本扇ヶ鼻線 

変更１： 長者原法華院線 

 

⑦ 運輸施設 

削除２： 仙酔峡線索道運送施設、中岳火口線索道運送施設 

 

【参考】阿蘇くじゅう国立公園の面積 【単位：ha】 
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変更前 1,937 4,455 14,166 15,592 36,808 72,958 

変更後 1,937 4,451 14,155 22,051 33,695 76,289 

変更面積 ±０ △４ △11 ＋6,459 △3,113 ＋3,331 

 


